































































































42 福島医学雑誌 59巻 1号
らかとなった。さらに，ネトリン－1が生体内にお
いて反発因子として機能することも判明し，脊髄
腹側部の示す軸索反発作用はネトリン－1による
ものであると結論した。
最近になって，私たちは脊髄背側部が脊髄神経
節軸索を誘引する未知の分子を分泌していること
を発見した。現在，マイクアレイを用いたスクリー
ニングによって，その誘引因子の実体解明を目指
している。脊椎動物の神経系において，脊髄神経
節軸索を誘引する分子は未だ見つかっていない。
現在推し進めている研究から，脊髄神経節の軸索
を誘引する新規分子を同定できれば，世界に先駆
けた発見となる。また，この発見は外傷によって
損傷を受けた軸索を再生させる新たな治療法の開
発にも繋がることが期待できる。
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